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イ ンテ リアデザ イシに於 けるマテ リアル ・コーデ ィネー トの一考察
小宮容一/芦屋大学
インテリアのカラーコーディネー トに関し
ては,各種の方法論が提示されている。これ
に比べると,マ テ リアル コーディネー トの方
法論は遅れていると云わ ざるを得ない。
本論は,イ ンテ リアの仕上 げ材 の構成 と仕
上がったインテリアの空間の評価 に一定の法
則 を見い出し,マ テ リアルコーディネー トの
方法論 としようとするものである。
① 形容語句の分類
インテリア関連の書籍より,イ ンテ リア空
間に関す る形容語句 を約1,500語リス トアッ
プした。 これらを感覚表現,総 合感情表現,
行動表現,様 式表現,設 計 ・デザイン表現,
その他の6種 に分類 した。
表1.形容語句の分類例
② インテ1丿ア評価 と形容語句の相関
インテ リア評価 の軸に硬軟,粗 滑,軽 重,
温冷の4つ を選び,そ れぞれの評価軸 ごとに
形容語句 をプロットした相関表を作成 した。
③ 形容語句の2軸 相関
次に②項の1軸 相関表 を元に,2軸 評価の
表 を作成 した。2軸 組み合わせは硬軟VS.粗滑,
硬軟VS.軽重,硬 軟VS.温冷,粗 滑VS.軽重,粗 滑
vs.温冷,軽 重VS.温冷の6種 類である。X軸,
Y軸の交点部 に両評価の中庸な語句 をプロッ
トして,上 下左右 に重み分 けし,落 し込んだ。
更に,表 内語句 をグールピングした。
感 覚 表 現
総 合 感 情 表 現
行 動 表 現
様 式 表 現
設計・デザイン表現
そ の 他
明 る い ・あ ざや か な ・暖 か い
新 し い ・愛 らしい ・安 心 の
飽 きの来 な い ・遊 びの ・安 全 な
ア ダ ル トな ・大 人 の ・家 庭 的
淡 い ・安 全 な ・一 体 感 の
秋 の ・海 辺 の ・初 秋 の 表3.形 容語句の2軸相関表(グルーピング)例
④ マテ リアルの感覚特性評価
インテ リアの仕上 げ材の内,床 材17種,壁
材18種,天井材16種の材料 を用意 した。共試
材料は,50㎜角 とした。16名の被験者に,共
試材料を,4っ の評価 アイテム(粗 滑,硬 軟,
温冷,軽 重)ご とに,視 覚及び触覚によって,
順列を付 けさせた。16名の順列評価を平均化
して,集 計,イ ラス ト化 して図表 とした。
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⑤ マテ リアルのイ メージスケー ル表
④ 項の マテ リアル の順 列 を元 に床材,壁 材,
天井材 それ ぞれ に,2軸 相 関のイ メー ジス ケ
ール表 を作成 した。 その後,床 ・壁 ・天井材
を一 同 にプロ ッ トした2軸 の イメージスケ ー
ルを作成 した。傾向 として;評 価 『硬 軟VS.粗
滑』 『粗 滑vs.軽重』 『粗滑VS.温冷』 は,表 全体
に材 料 が ば ら まか れ た状 態 とな った。評 価
『硬 軟VS.温冷 』『硬 軟VS.軽重』 『軽重VS.温冷』
は,45°斜線 上 に並 ぶ状 態 となった。
軟
壁 ・天 井材 の構 成 は 『石(磨)・ ガ ラス ・ス
テン』 とな弓。、逆 に表 .7より,マ テ リアル コ
ー デ ィネー トを 『ナ ラ ・タモ ・杉 』 とす る と
その イ ンテ リア ば 『落 ち着 いた ・ナ チ ュラル
な』空 間 と評価 で きる。以上 、評 価 『硬 軟vs.
.粗滑 』 に見 る「と同様 に 『粗 滑vs軽重 』『粗 滑
VS.温冷 』 につ いて も,形 容語 句の2軸 相 関表
とマ テ リアル のイメー ジスケール表の整 合性
が立証 され る。 畆
)
u
表5.マテ1丿アルのイメージスケール表(硬軟vs軽重)
⑥ イ メー ジスケール
③ 項の形容 語句 の2軸 相 関表 と⑤項 マ テ リ
アルの イメー ジスケール表 を総合 して,イ ン
テ リア の仕 上 げ材構成 のイ メージスケール表
を試 み た。
形 容語 句の相関表 との整合性 をスムー ズ に
す る為 に、マ テ リア ルの イメージスケー ル は,
表 全体 に材 料が ば らまかれた状態 の評価 『硬
軟VS.粗滑 』『粗 滑vs.軽重』 『粗滑vs.温冷』 を取
り上 げ た。 こ こで は、 その 内 の 『硬 軟vs粗
滑』 につ いて 解 説 す る。 表6よ り 『和 らい
だ ・ア ッ トホームな』イ ンテ リア を望 む とす
る と、 表7よ り,床 ・壁 ・天井 材 に 『コル
ク ・ビニル(並)・ ビニル(粗)』 を構成 す る
事 とな る。 又、 『緊張 感 の ・メカニ カル な』
イ ンテ リア を望 む とす る と、 表7よ り床 ・
租
硬
表7.マテリアルのイメージスケール表 〔硬軟鴨粗滑〕
今 後 の問題 は,マ テ リアル コー デ ィネー ト
のイ メージスケール表 として ま とめるた めに,
床 ・壁 ・天 井材 の組 み合わせ を提示 し,形 容
語 句 の相 関表 と合体 させ る事 で ある。 継続 し
て研究 を続 けた い。
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